
Uゲージ光水位計

1. 概 要

Uｹﾞｰｼﾞ光水位計は、FBG(Fiber Bragg Grating)を使用した圧
力式水位計です。
水位変動による圧力変化を、光歪ｹﾞｰｼﾞであるFBGは入射した

光信号を反射光信号として、波長計測装置に戻します。
制御処理装置は反射光信号を水位ﾃﾞｰﾀに変換し表示するｼｽﾃﾑで、

無電源計測や伝送装置が不要などの特徴を持っています。

2．特 徴

1) 計測機能はﾌﾙｽｹｰﾙ10m、精度±0.1％です。
2) 光ﾌｧｲﾊﾞ1芯に標準4台の水位計を接続できます。
3) 光ｽｲｯﾁの使用で、4×SW回路数の水位計を1台の波長計測

装置で計測ができ、大規模ｼｽﾃﾑほどｺｽﾄ縮減が可能です。
(注)高出力ASE光源の採用で光ﾌｧｲﾊﾞ1芯6台の水位計接続ができます。

4) 計測距離は約20kmです。（注）線路条件により変わります。

5) Uｹﾞｰｼﾞ光水位計は電源を使わず計測します。
6) 反射光信号はそのまま光ﾌｧｲﾊﾞに戻りますので、伝送装置

が不要で、現場設備が簡素化され、ﾒﾝﾃﾅﾝｽも容易です。
7) 伝送路は光ﾌｧｲﾊﾞで、雷害は極めて少なくなります。
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3. 適 用

Uｹﾞｰｼﾞ光水位計は、次の用途で効果を発揮します。

・河川の広域水位監視 ・堤体内浸潤線計測 ・地下水位計測
・上水道水位計測 ・内水氾濫危険場所での水位計測
・雷多発地点での水位計測

Uｹﾞｰｼﾞ光水位計機構と外観測定事例(1次式で換算)
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原 理

FBGは、光ﾌｧｲﾊﾞに一定間隔で
屈折率が異なる部分(ｸﾞﾚｰﾃｨﾝｸﾞ)
を設けた、光歪ｹﾞｰｼﾞです。

反射・透過光の波長は、ｸﾞﾚｰﾃｨﾝ
ｸﾞ間隔で決定し、波長のｼﾌﾄ量
(変化量)で温度や歪を計測しま

す。

1芯の光ﾌｧｲﾊﾞに連続してFBGを

接続配列することができます。

FBG構造図
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44．システム構成品と機能．システム構成品と機能

ｼｽﾃﾑ構成品 数 量 機 能

1) 制御処理装置 1台 波長計測装置、光ｽｲｯﾁ等の監視制御を行います。更に、波長計測装置の波長ﾃﾞｰﾀを水位に変換、

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築し、処理表示を行います。

2) 制御処理ｿﾌﾄｳｴｱ 1式 波長計測装置動作用専用ｿﾌﾄｳｴｱです。

*注：基本機能は表ｸﾞﾗﾌ形式によるﾘｱﾙﾀｲﾑ水位表示、時系列表示、水位状態監視と表示機能です。

地図表示、ﾒｰﾙ警報機能等の機能はｵﾌﾟｼｮﾝとなります。

3) 波長計測装置 1台 Uｹﾞｰｼﾞ光水位計からの反射光を波長に変換し、制御処理装置に伝えます。

4) ASE光源 1台 U ｹﾞｰｼﾞ光水位計に向けて波長帯域の広い光を送出します。

5) ｻｰｷｭﾚｰﾀ 1台 ASE光源からの光を光ｽｲｯﾁに、Uｹﾞｰｼﾞ光水位計の反射光を波長計測装置に分波する役割です。

6) 光ｽｲｯﾁ 必要数 計測対象の光ﾌｧｲﾊﾞ芯線を選択します。必要によりch数を選択し設置します。

7) 光成端箱 別途 屋外の光ｹｰﾌﾞﾙとの分界点です。通常は既設設備です。

8) 大気圧平衡装置 水位計数 Uｹﾞｰｼﾞ光水位計内部の気圧を外部気圧と同じにし、気圧差による誤差を無くします。

9) Uｹﾞｰｼﾞ光水位計 必要数 水位変化によるFBG波長ｼﾌﾄを反射光として波長計測装置に戻します。

10) 無停電電源装置 1台 停電時の機器電源をﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟします。定格は10分です。

約20km 
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